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研究成果の概要： 

技術の商業化のためには適切な用途を見出すことが不可欠である。技術は多様な解釈が可能
であるがその多様性を増やし適切な用途を見つけるために、技術を可視化し多様な人々に開示
することが一助となる。それはいかに行われるべきであろうか。本研究では企業研究所の研
究者に対するアンケート調査を行い、総じて開示活動は事業化・用途探索に正の影響
をもたらすこと、また用途追加のためには未知の人に対する開示が正の結果をもたら
すこと等を明らかにした。 
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１．研究開始当初の背景 

今日、莫大な資源をつぎ込んで生み出され
たにも変わらず、多くの科学的知識や技術が、
商業化の途中で潰えてしまったり、製品に至
らなかったりすることは、企業にとって大き
な課題となっている。技術の商業化プロセス
をみると、開発の途中で予想外の技術的進展
がみられたり、技術的に一応完成してもどの

ような用途で利用できるのかに不確実性で
あったり、技術の応用可能性の開拓の必要性
が残されていることが決して少なくない。
我々は、企業で開発された、いくつかの技術
は、その用途があらかじめ確定しているとは
限らないので、用途開拓をする必要があると
いう認識に立脚し、まさに用途開拓活動のマ
ネジメントにこそ技術埋没化の原因がある



と考えた。用途の定まらない技術の可能性を
見出すために、技術を開発した担当者は、組
織内外の多様な主体の観点から技術をとら
えなおすことが必要であるという前提に立
って研究が開始された。 
 
 
２．研究の目的 

技術の商業化を成功させたり、また技術に
対する解釈の多様性を増やしたりするため
には、組織外の人間でもわかるようにいかに
技術を可視化し、開示したらよいのであろう
か。具体的には、どのタイミングで、誰に対
し、どのような形で技術を開示するか、さら
に提示した結果得られたフィードバック情
報をいかに入手し、その後の開発に役立てて
いくのか。以上のような点を明らかにしてい
くのが本研究の目的である。 

 

 

３．研究の方法 
研究の方法は、企業研究所に所属する

研究者 3社に対するアンケート調査であ
る。とりわけ協力企業 A 社からは 106 名
のシニア・リサーチャー回答が得られた。
他にも企業研究所 2社からも数は少ない
もののご協力をいただいた。また 1 社に
ついて事例研究を行った。 
 
 
４．研究成果 

アンケートの結果、用途の定まってい
ない技術を社内・社外に積極的に開示す
ることが、事業化成功につながること、
また技術の用途の追加については、プロ
ジェクトに所属するメンバーの多様性、
技術の開示先の多様性、未知の人に対す
る開示が正の結果をもたらすことが明
らかになった。総じて開示活動は事業
化・用途探索に正の影響をもたらすこと
が明らかになった。 

これは事例研究からも明らかとなっ
た。今後の課題として、研究の始まりが
委託研究だったのか自発研究だったの
かによって、開示行動が異なってくるこ
とも明らかになった。この点について今
後の検討課題としたい。 
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